
2019年度　大阪歯科大学　前期理系　第３問

問題 三角形 ABCにおいてÎBの大きさを B，ÎBの対辺の長さを bとし，ÎCの大きさを C，ÎCの対辺の長

さを cとする。b>cの場合に関係式

b¡ c
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2

tan
B+ C
2

が成り立つことを証明したい。辺 ABの延長上に AP = b，BP = b¡ cとなる点 Pをとり，辺 AC上に AQ = c

となる点 Qを取る。また線分 BQの中点をM，線分 PCの中点をNとして，線分MNと辺 BCの交点を Dとする。

(1) ÎDBMを Bと Cを用いて表しなさい。

(2) AM : MDを bと cを用いて表しなさい。

(3) (1)(2)の結果を利用して上の関係式を示しなさい。
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